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　子どもが興味・関心を示しているおもちゃなどに、手を加え、自分で操作して動かせる

ようにしたりすることは、子どもが自分から働きかける意欲を促す上で大切なことです。

市販されているB.D.アダプターや電源リレーを利用して、おもちゃやワープロなどの電源

を自分で入れたり、赤外線リモコンを利用して、テレビのチャンネル切り替えやビデオの

早送りや巻き戻しなどの操作を自分でできるようにしたりすることが可能になります。

１－２－１１．まとめ

　障害の重い子どもの遊びやコミュニケーションなど一人ひとりのニーズに対応して教材

教具を製作・開発する過程で、「こういうことができたら、いいな」とか「これができた

から、次はこういうことにチャレンジしたい」と次々に新しいニーズが生まれてきます。

　こうした子どもの次々に生まれる新しいニーズに先生や保護者の方が一人で対応するこ

とはとても難しいことです。様々な人が様々なニーズのある子どもたちにしている工夫に

ついて、情報を交換し合ったり、共有していくことがとても重要です。

　学校や施設などそれぞれの場で、障害の重い子ども一人ひとりに様々な教材・教具の工

夫がなされています。保護者や教師のそれぞれが工夫している試みを積極的に公開し合い、

工夫を共有していきましょう。

　インターネットの普及により学校が独自のホームページを持つようになり、その中で自

作の教材・教具を紹介する試みが増えてきました。教材・教具の製作や情報交換のイベン

トも盛んになり、地域を超えた情報の交換が行われています。

　このような活動が全国各地に生まれ、自分たちの持っているノウハウを障害の重い子ど

もたちに係わる人々がお互いに提供し合い、それぞれの工夫が共有される場がさらに増え

ていくことを願っています。
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１－３－１　相互作用とテクノロジー利用

　私たちは物心がつく以前より、外界と様々な形で「相互作用」を行い、それを通して日々

成長してきた。一方、重い障害のある子どもにとって、外界との「相互作用」は、もっと

も困難なことである。外界に働きかけようとしてもそのための手段を持たない、発信行動

は見られるものの、それをうまく汲み取ることが出来ないなど、発信側および受信側、双

方において問題を抱えている。

　近年、重い障害のある子供達に対するテクノロジー（工学技術）利用に関心が集まって

いる。ここでは、複雑なテクノロジーではなく、むしろ、シンプルなテクノロジーが果た

す役割が認識されつつある。

　例えば、操作スイッチによる玩具遊びもその一例である。個々の子どもの障害に合った

操作スイッチを子供が獲得することで、玩具遊びに参加することができるようになること

がある。それが出来るようになれば、次に、誰かに対して働きかけたいという気持ちにな

るのは、自然な流れである。時には、悪戯心を満足させたり、誉められたいという気持ち

になったり、何かをやれたという達成感を味わうなど、シンプル・テクノロジーはそれら

のことを現実にする世界への入口である。

�

１－３－２　相互作用の芽生え

　ここで一人の障害を持つお子さんを紹介する。A君は先天性の難病で、生後５ヶ月から

人工呼吸器を装着している。自分の意志で動かせるのは、眼球と右手親指のみである。A

君が３歳頃、ある朝のこと、母親がいつものように病室のカーテンを開けようとしていて、

A君の眼が母親に向かって合図を送っていることに気がついた。母親は「カーテン？」と

A君に確認したところ、眼で「イエス」の合図が返ってきた。そこで、母親は窓際の方へ

ベッドを近付け、彼の掌にカーテンの端を触れさせ、少しだけ開ける動作をしたところ、

A君は嬉しい表情を示した。次の日の朝、母親は工夫して、今度は長い棒を持ってきて、

棒の先端をカーテンに引っ掛け、棒の端をA君の掌に添えて、彼の合図に従い少しずつ開

けるようにした。著者がA君と初めて出会ったのは、彼が小学校１年の時である。テレビ

やビデオゲームの操作も、母親との二人三脚で行っていた。その後の彼は自分に合った操

作スイッチを獲得し、コミュニケーションエイドをマスターした。そして、養護学校高等

部を卒業し、さらに最近ではインターネットや電子メールを使いこなすまでに成長した。し

かし、A君の「僕がカーテンを！」という気持ちを、母親がしっかりと受け止め、具体的

な形で実現させたことが、現在のA君をつくりだしてしていると確信するものである。

�

１－３－３　人と人との相互作用における問題点

　人と人との相互作用、すなわちコミュニケーションにおける問題点は、とかく発信側（障

害のある人側）にあると考えられがちであるが、必ずしもそうであるとはかぎらない。受

信側が、発信しようとする人の気持ちを真剣に聞き出そうという姿勢が不足しているとコ
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図1－3－1　広義のコミュニケーションの概念図

ミュニケーションの関係がうまく成立しないことがある。その典型的な例としては、五十

音文字盤利用における「先読み」問題である。受信側は発信側の負担を少しでも減らそう

という「優しい」気持ちから、ついつい「先読み」をしてしまいがちである。しかし、発

信側にとっては、最後の文字まで自分で指し示すことそのものが自己表現と考えている人

が少なくないのも事実である。相手の表現にじっくり、耳を傾けるだけの精神的な余裕が

大切である。また、言葉にはならない言葉（身振り、表情などの非音声言語）にも注目す

る必要がある。

�

�１－３－４　相互作用の対象

　コミュニケーションの質をより豊かなものにするためには、どのようにしたらいいのだ

ろうか。

　私たちは普段の生活の中で好きな音楽を聴いたり、テレビ番組を観たり、パソコンでゲ

ームをしたりなど、とても楽しい経験をした時など、それを誰かに伝えたいと感じたこと

は誰にでもあることである。それが、まさに新たなコミュニケーション意欲を引き出すこ

とにもつながる。

　このように、人におけるコミュニケーションは、人と人だけではなく、人と生活環境、

人と社会・自然・動物などをも含めた関係性の中で育まれてゆくものと考える。

　佐伯[1]は、人間社会にとってメディアとは何かを説明する中で、３つの要素をあげ、そ

れらは 「I-world（一人称世界）」「You-world（二人称世界）」「They-world（三人称

世界）」であり、メディアは個々の世界をつなぐための役割をしていることを明らかにし

た。重度の障害がある人においては、「You-world」や「They-world」との相互作用は困

難な場合が多く、多くの場合は「I-world」のみに限定されがちである。しかし、適切な

テクノロジーを活用することで、これらの人々の世界を、「You-world」や「They-world」

まで拡げて行くことができる可能性がある。

　図１－３－１に広義のコミュニケーシ

ョンに関する概念図を示す。すなわち、

人と人との間で行われる相互作用を狭義

のコミュニケーションとした場合、広義

のコミュニケーションとは、自己の世界、

人と日常生活、人と人々（社会）、人と

自然や動物までをも含めた相互作用を意

味する。重度障害のある人のテクノロジ

ー利用を考える上でこの広義のコミュニ

ケーション概念を基本に据える必要性が

あるものと考える。

１－３－５．試用事例と応用例　福祉相談の場で

　ウェルドニヒホフマン症のI君（8歳）に対して操作スイッチを適用した。まず随意的に

動かすことができる身体部位を特定した。具体的には、右手親指を人差し指の方向に近付

ける動作であり、その動作距離は5mm程度、操作力はほとんどゼロに近い状態であった。

最終的に採用したセンサは光ファイバセンサである。採用の理由は、動作力がゼロである

こと、スイッチ動作距離の感度調整が比較的容易にできること、漏電による感電の心配が

ないことなどである。操作スイッチの手への設置方法であるが、図１－３－２に示すよう

に先端に超小型のプリズムが付いた光ファイバーセンサ（直径1.5mm）を、親指を除く４

指にマジックテープで固定し、人差し指側

面から親指の側面に向かって光が照射され

るようにした。そして、親指が近づきその

表面で反射した光が再び受光用ファイバー

に到達する。その結果、光ファイバーアン

プが作動し、コントロールユニットに内蔵

したリレーが作動する。リレー作動時には「カ

チッ」という作動音が発生し、スイッチが

動作したことを耳で確認することができる。 

I君はこの音を楽しむかのように幾度となく

スイッチ操作を行った。彼にとっては、こ

のスイッチ操作が外界に働きかける、生ま

れて初めての経験となった。その後、彼はこのスイッチ操作を用いて、コミュニケーショ

ンエイドを操作し文章を書くことができるようになった。また、電池駆動の環境制御装置

を用いてテレビの電源操作、チャンネル切り換え操作などが可能になった。

�

（補足説明）

　I君がコミュニケーションエイドを用いて比較的短時間の内に文章を書けるようになっ

たのには以下のような背景がある。一年前から養護学校の教諭による訪問教育を受けてお

り、その教諭の考案した「ぼくのサイン」（図１－３－３）というコミュニケーション手

段で意志を伝える練習をしてきたのである。器用に動く眼球と右手親指の動きの回数を組

み合わせて文字を特定し、意思を伝える方法である。

�

�

�

�

�図1－3－2　親指のわずかな動きを検出する
　　　　　　　光ファイバセンサ
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図　1－3－3．目の位置と親指を動かす数を組み合わせて50音を表現する方法

�　　　　　　　「ぼくのサイン」（村田春江氏考案）　

２　教 材・教 具 の 試 作
�

２－１　スイッチ＆トイ・プロジェクト

　市販のおもちゃには、電源を入れるために、スライド式のスイッチで子ども自身が操作

がしにくかったり、ある程度の巧緻性と力が必要であったり、またスイッチを押し続けな

ければならなかったり等、運動障害のある子ども自身が働きかけて遊べるものが少ない。

　ここでは、障害の重い子どもたちの身の回りにあり、子どもたちが興味関心を向けてい

るおもちゃや電化製品等を子ども自身のもつなんらかの動きで操作できるようにするため

簡単な工夫を紹介する。

�

２－１－１　スイッチの工夫

　子どもが既にもっている動きの部位、大きさと方向、力の強さなどによって、スイッチ

の大きさ、形状、作動圧（スイッチをON-OFFさせるのに必要な力）などの面で選ぶ。

　その際、注意することは、スイッチ操作によって子どもの過度の負担につながらないよ

う十分慎重な対応が必要である。特に、学校や施設では、自立活動担当者や理学療法士、

作業療法士などの専門家に相談したり、連携を図ることも大切である。

　①プッシュ型スイッチ

　　動作の安定性、価格、利用の容易さで優れている。市販のスイッチにも様々な大き　

　　さや形状のプッシュ型スイッチがある。押したときのクリック感がはっきりしている。

　　・フイルムケーススイッチ

　　接触面は小さいが、手のひらで握って親指で押したり、親指が動かせないときには、

　　スイッチ面を逆向きにして、その握った手でテーブルや身体を叩く動きでスイッチを

　　ON－OFFできる。

　　・ジェリービーン・スイッチ（フッロピーケース・スイッチ）

　　ビックスイッチよりも接触面が狭いが、複数のスイッチで選択をしたいときは、

　　小さな動きで操作が可能である。フロッピーディスクのケースにマイクロスイッチ　

　　を付けて、プッシュ型スイッチを自作することができる。

　　・ビックスイッチ（ＣＤケーススイッチ）

　　接触面が大きいので、スイッチに気づきやすく、操作もしやすい。ＣＤのケースを　

　　利用してビックスイッチを自作することができる。

　②全方向スイッチ（又は棒スイッチ）

　　図２－１－１のように、マジカルトイボックス

　　（2001）では、オムロン社製Z15GNJ55B

　　のマイクロスイッチを使用している。

　　どの方向から倒してもスイッチが入る。

　　棒の根本がスプリングになっているので、

　　過剰な力が加わった場合でも衝撃を逃が

　　すことができるので、不随意な動きのあ

　　るアテトーゼ型運動障害の子どもにも使

　　いやすいスイッチである。                　図2－1－1　全方向スイッチ（右側）
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